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「神は、どのような苦しみのときにも、私たちを慰めてくださいま

す。こうして、私たちも、自分自身が神から受ける慰めによって、ど

のような苦しみの中にいる人をも慰めることができるのです。それ

は、私たちにキリストの苦難があふれているように、慰めもまたキ

リストによってあふれているからです。」 
 
 

神は、と語り始めるこのみことばに聞き入る。その次には、どのような苦し

みのときにもと語る。いかなる苦しみにおいてでもと語る。そのときなにが起

こるのか。苦しみの渦中にあって起こるのは何かを語る。神は、私たちを慰め

てくださる。神に慰められている者の言葉である。苦しみのただ中で慰められ

ている者から苦しみにある仲間への言葉である。その言葉に留まることなく、

つぎの言葉が届く。 

 

 

こうして、私たちも、苦しみにある私たちが受けた神の慰めで、どのような

苦しみにある仲間を慰めることができると語る。苦しみが苦しみで終わらない

いのちを生きていると語る。苦しみで神の慰めを体験し、他者への慰めの器と

なる。それは、私たちにあるキリスト体験である。私たちにキリストの苦難が

あふれているように、慰めもまたキリストにある私たちにあふれているからで

す。キリスト者の苦しみは創造的であり救いである。十字架の主に栄光あれ。 
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